
建替えにより2021年度中の竣工を計画する、幼稚園の新園舎完成イメージ図



学
園
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

イ
エ
ロ
ー
は
「
活
力
」
と
「
勇
気
」
を
表
し
、

三
本
の
柱
は
学
生
・
生
徒
・
園
児
、
教
職
員
、

同
窓
生
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
は
「
理
想
」
と
「
若
さ
」
を
表
し
、
五

本
の
柱
は
五
つ
の
教
育
目
標
を
象
徴
し
て
い
ま

す
。

そ
し
て
、
八
本
の
柱
が
一
体
と
な
り
、
東
京
成

徳
学
園
と
そ
の
学
園
に
集
う
人
々
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
を
作
り
上
げ
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

表紙　2021年度竣工計画の幼稚園新園舎
　現幼稚園舎は、当初の建物が 1958 年に完成し、その後、増築・改修・耐震補強な
どの工事を経て現在に至っている。このたび、保育の一層の充実に資するとともに、園
児の快適性・機能性・安心安全に配慮した建物に建替える。新園舎は、敷地東側に集約し、
2021 年度中に竣工の計画。なお、建築中も敷地西側の既存園舎にて保育は継続して実
施する。
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巻頭言

令
和
時
代
の
始
ま
り

　

令
和
の
時
代
が
始
ま
っ
た
。
現
代
の
日
本

人
は
時
代
の
あ
り
様
を
元
号
で
区
切
って
表

現
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば

昭
和
の
生
活
と
か
明
治
の
風
景
な
ど
と
い
う

言
い
方
を
し
た
り
す
る
。
こ
の
令
和
時
代
の

始
ま
り
に
あ
た
り
100
周
年
を
数
年
後
に
迎

え
る
学
園
の
足
跡
を
昭
和
前
半
、
昭
和
後

半
、
平
成
で
辿
り
、
令
和
時
代
の
課
題
を

考
え
て
み
た
い
。

昭
和
前
半
（
昭
和
30
年
頃
ま
で
）

　

大
正
に
入
って
西
欧
的
な
近
代
化
が
進
む

中
で
教
育
制
度
の
改
革
が
な
さ
れ
て
中
等

教
育
以
上
の
教
育
機
関
の
充
実
が
図
ら
れ
、

女
子
の
中
等
教
育
機
関
で
あ
る
高
等
女
学

校
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
た
。
学
園
創
立
者

菅
澤
重
雄
先
生
は
、
こ
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
大
正
15
年
（
1
9
2
6
年
）
高
等
女

学
校
を
設
立
し
た
。
菅
澤
重
雄
先
生
と
後

に
第
二
代
理
事
長
と
な
る
菅
澤
重
義
先
生

は
、
相
携
え
て
学
園
の
経
営
・
教
育
面
で
の

初
期
の
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
、
建
学
の

精
神
「
成
徳
」
の
も
と
着
実
に
学
園
の
基

礎
を
築
い
て
いっ
た
。
そ
し
て
戦
争
と
い
う
大

き
な
試
練
に
遭
遇
し
つつ
も
着
実
に
教
育
を

継
続
し
た
。

　

さ
ら
に
戦
後
の
新
憲
法
下
の
教
育
制
度
の

改
革
に
よ
って
、
高
等
女
学
校
は
高
等
学
校

と
中
学
校
に
分
離
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変

化
に
直
面
す
る
。
中
学
校
は
義
務
教
育
と

し
て
公
立
学
校
の
整
備
・
拡
充
が
進
ん
だ
。

そ
し
て
本
学
園
の
中
学
校
部
門
は
次
第
に

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
高
等
学
校
を
中

心
に
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

高
等
女
学
校
設
立
か
ら
戦
後
の
教
育
制
度
へ

の
対
応
ま
で
の
時
期
は
本
学
園
の
創
業
の
時

期
に
あ
た
る
。

昭
和
後
半

　

戦
後
菅
澤
重
雄
先
生
の
要
請
を
受
け
て

学
園
の
教
育
・
経
営
に
加
わ
っ
た
木
内
四
郎

兵
衛
先
生
（
後
に
第
三
代
理
事
長
）
は
、

建
学
の
精
神
で
あ
る
『
成
徳
』
を
創
立
者
の

生
き
方
も
含
め
て
5
つ
の
教
育
目
標
に
展
開

し
内
容
の
具
体
化
を
行
っ
た
。
ま
た
積
極
的

に
学
園
の
発
展
・
拡
大
を
図
り
昭
和
28
年

の
幼
稚
園
の
開
園
を
始
め
と
し
、
同
38
年
の

深
谷
高
等
学
校
の
開
校
に
続
き
昭
和
40
年

に
は
短
期
大
学
を
旧
十
条
台
キ
ャ
ン
パス
に

設
置
し
た
。

　

ま
た
教
育
面
で
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グマ
シ
ン
の
開

発
な
ど
現
在
の
教
育
機
器
利
用
の
先
駆
け

と
も
い
え
る
教
育
手
法
の
実
験
も
行
わ
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
第一次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
る
進

学
需
要
の
高
ま
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
大
規

模
化
す
る
と
と
も
に
教
育
の
高
度
化
を
目

指
し
短
期
大
学
の
設
置
を
行
っ
た
。
こ
の
時

期
は
学
園
の
拡
大
・
発
展
の
時
期
に
あ
た
る
。

平
成
時
代

　

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
終
了
後
は
工
場
等
制
限
法

に
よ
り
人
口
集
中
の
著
し
い
東
京
等
に
お
け

る
大
学
の
設
置
が
認
め
ら
れ
な
い
時
期
が
続

い
た
。
し
か
し
、
社
会
の
教
育
高
度
化
と
男

女
均
等
意
識
か
ら
の
要
請
に
沿
って
、
学
園

は
平
成
5
年
男
女
共
学
の
四
年
制
大
学
を

千
葉
県
八
千
代
市
に
設
置
し
、
順
次
学
園

内
各
校
の
共
学
化
が
進
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
現
在
大
学
機
能
は
十
条
台
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
中
し
つつ
あ
る
。
こ
の
キ
ャ
ン
パス
の
中

心
校
地
の
取
得
に
多
大
な
尽
力
を
な
さ
れ

た
鎌
田
正
先
生
（
当
時
短
期
大
学
副
学
長
）

を
始
め
、
学
園
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
は
学
園

に
所
属
し
た
多
く
の
教
職
員
お
よ
び
関
係
者

の
学
園
に
対
す
る
愛
情
と
献
身
的
な
努
力

の
積
み
重
ね
で
あ
る
。
深
く
先
人
の
努
力
に

心
す
る
と
と
も
に
感
謝
の
念
が
湧
く
の
を
禁

じ
得
な
い
。
平
成
の
時
期
は
大
学
設
置
に
よ

る
高
等
教
育
の
充
実
や
全
学
園
で
の
共
学

化
が
行
わ
れ
て
総
合
学
園
の
姿
を
整
え
た

時
期
で
あ
る
。

令
和
時
代
を
迎
え
て

　

現
在
、「
少
子
化
」・「
グ
ロ
ー
バル
化
」
を

背
景
と
し
て
、
様
々
な
教
育
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
大
変
革
期
で
あ
る
。
本
学
園
は
100

周
年
を
見
据
え
て
「『
成
徳
』
の
精
神
を
持

つ
グ
ロ
ー
バル
人
材
の
育
成
」
を
掲
げ
て
諸
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
の
社
会
のニ
ー
ズ

は
グ
ロ
ー
バル
化
す
る
世
界
で
共
生
・
活
躍
で

き
る
日
本
人
の
育
成
で
あ
る
。そ
こ
で
は
グ
ロ
ー

バル
な
視
野
の
獲
得
と
共
に
、
米
中
対
立
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
自
己
の
拠
り
所
と
す
る
信

念
・
価
値
観
が
問
わ
れ
る
状
況
に
な
って
い
る

と
思
う
。
明
治
の
西
欧
化
で
は「
和
魂
洋
才
」

の
標
語
の
も
と
に
西
欧
化
が
進
め
ら
れ
た
が
、

現
在
は
和
魂
の
元
を
な
し
た
江
戸
時
代
の

文
化
的
・
精
神
的
な
蓄
積
に
対
応
す
る
よ

う
な
基
盤
が
有
る
か
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
の

疑
問
も
あ
る
。
建
学
の
精
神
が
そ
こ
に一つ
の

役
割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

学
園
が
令
和
の
時
代
の
社
会
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
の
上

に
、
①
教
育
す
る
力　

②
学
園
内
外
に
亘
っ

て
の
協
働
す
る
力　

③
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

実
践
す
る
力　

④
社
会
へ
の
発
信
す
る
力

を
、一段
と
充
実
・
強
化
し
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
令
和
時
代
に
学
園
が
目
標
に

向
かっ
て
教
職
員一体
と
な
り
教
育
・
研
究
・

社
会
貢
献
の
更
な
る
充
実
を
図
って
行
く
こ

と
を
心
よ
り
願
って
止
ま
な
い
。

「
学
園
の
更
な
る
充
実
を
願
っ
て
」

東
京
成
徳
学
園
　
学
園
長
　
木
内
　
秀
俊
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特集

「
成
徳
」
の
精
神
を
も
つ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

　

学
校
法
人
東
京
成
徳
学
園
は
、

1
9
2
6
年
（
大
正
15
年
）
に
、
現
在
の

東
京
都
北
区
に
王
子
高
等
女
学
校
を
設
置

し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。
開
学
以

来
、
社
会
に
求
め
ら
れ
る
教
育
を
展
開
し
、

現
在
で
は
、
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
か
ら
な
る

総
合
学
園
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
6
年
に
は
学
園
創
立
100
周
年
を

迎
え
ま
す
。
記
念
す
べ
き
90
周
年
の
節
目

に
『
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
』
を
策
定
し
ま

し
た
。
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
成
徳
」、
つ

ま
り
「
徳
を
成
す
」
こ
と
の
で
き
る
人
材

の
育
成
を
、
大
学
か
ら
幼
稚
園
ま
で一
貫
し

ど
の
よ
う
に
目
指
す
か
、
重
点
目
標
や
戦

略
な
ど
を
改
め
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
の
『
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
』
で
特
に

重
要
な
の
は
、
将
来
像
に
「『
成
徳
』
の
精

神
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が

重
点
目
標
達
成
に
向
け
て
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
こ
の
将
来
像
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
徳
」
は
、
⾃
⼰
研
鑽
の
積
み
重
ね
の
賜
物

　

創
立
者
の
菅
澤
重
雄
は
、「
徳
」
の
意

味
に
共
感
し
、
強
い
思
い
入
れ
を
も
っ
て
、

学
園
名
に
冠
し
本
学
園
を
建
学
し
ま
し
た
。

「
徳
」
は
中
国
の
思
想
か
ら
き
て
い
る
言
葉

で
す
が
、
東
洋
思
想
だ
け
で
な
く
、
西
洋

思
想
の
哲
学
や
宗
教
に
お
い
て
も
、
同
様
の

考
え
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代

の
陽
明
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
儒
学
者
、
中

江
藤
樹
の
言
葉
に
、「
大
善
は
名
声
を
も
た

ら
す
が
、
小
善
は
徳
を
も
た
ら
す
」
と
い
う

一
節
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
良
い
行
い
を
積

み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
徳
が
も
た
ら
さ
れ

る
。
日
頃
か
ら
自
己
研
鑽
に
励
む
こ
と
が
大

切
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
品
格
が
備
わ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

良
識
と
品
格
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
人
材

が
『
成
徳
』
の
精
神
を
も
つ
人
材
で
あ
り
、

こ
の
建
学
の
精
神
に
21
世
紀
型
ス
キ
ル
に
着

目
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
」

を
加
え
た
も
の
が
、『
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン

100
』
の
若
者
の
将
来
像
な
の
で
す
。

⽇
本
か
ら
世
界
と
つ
な
が
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
⼀
端
を
担
う

　

日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
後
れ
を
と
っ
て
お

り
、
も
っ
と
世
界
に
目
を
向
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
一
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
日
本
に
は
日
本
独
自
の
世
界
に
誇
れ

る
文
化
や
習
慣
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

例
え
ば
、サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
終
了
後
、

観
客
席
を
掃
除
す
る
日
本
人
サ
ポ
ー
タ
ー

が
世
界
中
か
ら
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
行
動
は
、ま
さ
に
「
徳
」
の
精
神
で
あ
り
、

こ
の
行
動
は
他
国
の
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
と
広
が
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
「
徳
」
の
感
化
す
る

力
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、「
徳
」
は
決
し

て
異
質
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

「
徳
」
を
備
え
て
い
る
人
材
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
お
い
て
、
今
後
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

I
T
の
進
化
に
よ
り
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
一
層
進
む
か
ら
こ
そ
、
人
間
と
し
て
精
神

的
な
コ
ア
が
大
切
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
徳
」
の
精
神
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
、
各
自
の
役
割
を
自
覚
し
て
、

他
者
と
連
携
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
が
、
真

の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

⽣
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
姿
勢
を
育
む

　

現
在
、
東
京
成
徳
大
学
は
、
国
際
学
部

国
際
学
科
、
応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学

科
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
、
子
ど
も

学
部
子
ど
も
学
科
、
経
営
学
部
経
営
学
科

の
4
学
部
5
学
科
で
学
生
募
集
を
し
て
い

ま
す
。
大
学
の
学
び
で
は
、
専
門
教
育
の

学
び
を
通
じ
、
課
題
を
発
見
し
、
問
題
解

決
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
仲
間
と
協

力
し
て
学
ん
だ
経
験
は
、
社
会
に
出
て
、
ど

の
よ
う
な
業
種
や
環
境
に
身
を
置
い
て
も
生

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

技
術
革
新
が
日
進
⽉
歩
で
進
む
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
常
に
学
び
続
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、

東
京
成
徳
大
学
は
建
学
の
精
神
に
根
ざ
し
、

学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
大
切
に
し
て

　

こ
の
度
、
リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
が
運
営
す
る
w
e
b
サ
イ
ト
『
キ
ャ
リ
ア
ガ

イ
ダ
ン
ス
』
に
、
本
学
園
木
内
秀
樹
理
事
長
の
大
学
・
短
大
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
転
載
し
ま
す
。

　

本
学
園
の
建
学
の
精
神
や
学
園
創
立
90
周
年
の
節
目
に
策
定
し
た
『
東
京
成
徳

ビ
ジ
ョ
ン
100
』、
大
学
の
将
来
構
想
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
語
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
『
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
』
令
和
元
年
11
月
25
日
掲
載

大
学
・
短
大
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

学
校
法
人
東
京
成
徳
学
園
　
理
事
長
　
木
内
　
秀
樹 

氏

2
0
2
6
年
に
学
園
創
⽴
100
周
年

東
京
成
徳
⼤
学
は
21
世
紀
型
ス
キ
ル
を
備
え
た
、

成
徳
の
精
神
を
も
っ
た
人
材
育
成
に
注
力
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い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
、「
21
世

紀
型
ス
キ
ル
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
易

で
あ
る
「
徳
」
と
、
流
行
で
あ
る
「
21
世

紀
型
ス
キ
ル
」
を
兼
ね
備
え
た
若
者
を
育
て

る
た
め
に
、
東
京
成
徳
大
学
で
は
学
び
の
環

境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

学
⽣
全
員
が
1
年
間
の
海
外
留
学
を

経
験
す
る
「
国
際
学
部
」
が
誕
⽣

　

2
0
1
9
年
4
⽉
、
東
京
成
徳
大
学

に
国
際
学
部
を
創
設
し
ま
し
た
。
国
際
学

部
で
は
、
学
生
全
員
が
一
年
次
後
期
か
ら
一

年
間
の
海
外
留
学
を
経
験
し
ま
す
。
留
学

先
は
ア
メ
リ
カ
、
ま
た
は
韓
国
で
す
。
そ
し

て
帰
国
後
も
、
語
学
力
の
さ
ら
な
る
向
上

に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る

の
が
大
き
な
特
⾊
で
す
。

　

国
際
学
部
が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

既
存
の
経
営
学
部
、
応
用
心
理
学
部
、
子

ど
も
学
部
と
の
「
学
び
の
つ
な
が
り
」
が
期

待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
海

外
留
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
学
部
に
も
応
用
で

き
る
な
ど
、
個
々
に
独
立
し
て
い
た
学
部
が
、

相
互
に
密
接
に
連
携
し
、
学
際
的
教
育
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

語
学
力
は
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
必
要
不
可

⽋
な
ス
キ
ル
で
す
。
現
在
は
英
語
・
韓
国
語

の
2
コ
ー
ス
で
す
が
、
将
来
的
に
は
中
国
語

な
ど
多
言
語
へ
の
さ
ら
な
る
展
開
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

全
学
部
が
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結
。

各
学
部
の
学
び
が
つ
な
が
る

　

ま
た
、
2
0
2
0
年
か
ら
応
用
心
理
学

部
健
康
・ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
が
、
千
葉
キ
ャ

ン
パ
ス（
八
千
代
）か
ら
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス（
十

条
）
に
移
転
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
ス
ポ
ー

ツ
と
心
理
学
の
2
つ
の
視
点
か
ら
の
学
び
で

し
た
が
、
移
転
を
機
に
、
都
市
型
の
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
が
学
べ
る
も
の
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
変
更
を
進
め
て
い
ま
す
。キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
ウ
エ
ル
ネ
ス
」
で
す
。
健
康
よ
り
大
き
な

概
念
で
あ
る
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
」
を
軸
に
据
え

る
と
、
応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
や

子
ど
も
学
部
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
期

待
で
き
ま
す
。
幼
児
教
育
に
お
い
て
は
、
子

ど
も
の
教
育
に
加
え
、
子
育
て
に
悩
む
親
の

相
談
に
乗
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
心

理
学
や
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
」
と
い
う
観
点
に
基

づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
解
決
方
法
を
導
き
出
す

場
合
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

応
用
心
理
学
部
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
科
の
移
転
に
伴
い
、
2
0
2
0
年
に
全

学
部
が
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
結
し
ま
す
。

国
際
学
部
の
創
設
と
相
ま
っ
て
、
全
学
部
が

横
断
的
に
つ
な
が
り
、
学
び
の
可
能
性
が
さ

ら
に
拡
が
り
ま
す
。
規
模
的
に
は
小
さ
い
で

す
が
、
内
容
的
に
は
優
れ
た
教
育
が
あ
り
、

日
本
一の
大
学
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

O
n

e
 fo

r A
ll, 

A
ll fo

r 

東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100

　

今
後
、
創
立
100
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
全
教
職
員
が
『
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン

100
』
の
目
標
達
成
に
向
け
て
考
え
、
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、
各
学

部
で
専
門
的
な
学
び
を
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
学
生
に
「
成
徳
＝
徳
を
成
す
」
を

意
識
し
て
も
ら
え
る
⼟
壌
を
さ
ら
に
醸
成
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

「
学
び
」
の
中
で
も
、
対
話
や
議
論
が
必
要

と
さ
れ
る
よ
う
に
、
学
生
生
活
の
中
で
活

発
な
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
多
様

性
と
連
帯
、
そ
し
て
課
題
解
決
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
意
義
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
が
活
発
に

な
る
よ
う
、
⽀
援
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
「O

ne for A
ll, A

ll for O
ne

」
と
い

う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
一
人
は
み

ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」

と
い
う
意
味
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来

は
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
で一つ

の
目
的
の
た
め
に
」
と
解
釈
す
べ
き
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
活
用
す
る
と
、

「O
ne for A

ll, A
ll for 

『
東
京
成
徳
ビ

ジ
ョ
ン
100
』」と
な
り
ま
す
。『
オ
ー
ル
成
徳
』

と
い
う
意
識
の
下
、一つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
み
ん
な

で
共
有
し
、
実
現
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
努

力
を
し
て
い
く
。特
に
東
京
成
徳
大
学
で
は
、

多
様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
教
職
員
が一
体

と
な
り
、
学
生
と
共
に
学
園
創
立
100
周
年

に
向
け
た
大
学
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総
研
w
e
b
サ
イ
ト

『
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
』 

と
は
、 

高
校

生
の
主
体
的
な
進
路
選
択
を
応
援
す
る

進
路
担
当
教
員
・
校
長
・
教
頭
・
副
校
長
、

ク
ラ
ス
担
任
、
保
護
者
に
向
け
、
進
路

指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
役
立
つ
情
報

を
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
す
。

http://souken.shingakunet.com
/

career_g/
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高
等
部
進
路
指
導
部
長  

佐
藤 

則
之

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
技
術
革
新
、
社

会
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
価

値
を
創
造
し
て
い
く
力
を
育
て
る
こ
と
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、従
来
の
学
習
方
法
で
あ
っ
た
「
知

識
、
技
能
」
を
詰
め
込
む
形
態
か
ら
、「
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
」
が
問
わ
れ
る

形
態
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
の
中
で
は
、
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し

て
扱
う
に
は
、
4
技
能
（
読
む
、
書
く
、

聞
く
、
話
す
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
外
国
人
な
ど
多

様
な
人
々
と
協
働
し
て
、
主
体
的
に
考
え
、

物
事
を
成
し
遂
げ
て
い
く
能
力
も
不
可
⽋

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変

化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
高
校
教
育
も
こ
の

流
れ
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、

大
学
入
試
が
現
状
の
ま
ま
で
は
、
従
来
の
座

学
中
心
、
知
識
・
技
能
の
習
得
中
心
の
学

習
か
ら
脱
却
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
背

景
も
あ
っ
て
、
高
大
接
続
（
大
学
入
試
）

改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
2
1
年
度
入
試
か
ら
行
わ
れ
る
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、「
共
通
テ
ス

ト
」
と
い
う
。）
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
延

長
線
上
に
あ
り
ま
す
。
出
題
範
囲
は
現
行

の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
同
じ
で
す
。
過
去
問
題

を
利
用
し
た
対
策
な
ど
に
は
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
。
解
答
形
式
が
少
し
変
わ
る
だ
け
と

思
え
ば
い
い
の
で
す
。
生
徒
諸
君
は
、
本
校

の
授
業
を
中
心
に
学
習
し
、
そ
こ
か
ら
実
力

テ
ス
ト
、
講
習
会
等
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

十
分
に
共
通
テ
ス
ト
に
対
応
で
き
る
は
ず
で

す
。
確
か
に
、
各
大
学
の
共
通
テ
ス
ト
利
用

方
式
が
現
時
点
で
様
々
な
の
で
、
希
望
す

る
大
学
ご
と
に
対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
学
習
を
進
め
る
上
で
は
⽀
障

に
な
る
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
大

事
な
の
は
、
情
報
に
惑
わ
さ
れ
て
、
焦
っ
た

り
、
安
易
な
方
向
に
志
望
校
を
ラ
ン
ク
ダ
ウ

ン
さ
せ
た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
大
学
入
試

に
対
応
す
る
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
テ
ク
ニッ

ク
だ
け
で
は
な
く
、
基
礎
を
大
事
に
し
て
学

問
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
、
し
っ
か
り
と
足
が
地
に
着
い
た
学
習
を

継
続
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
肝
に
銘
じ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
英
語
民
間
試
験
活
用
及
び
国
語
・

数
学
の
記
述
式
問
題
導
入
が
、
一
転
し
て
見

送
り
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
各
大
学
は

慎
重
に
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
み

ら
れ
ま
す
。
現
2
年
生
は
、
今
後
、
文
部

科
学
省
や
各
大
学
等
が
発
表
す
る

2
0
2
1
年
度
入
試
の
情
報
を
随
時
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

高
等
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

監
督  

小
林 

康
裕

　

去
る
11
⽉
26
日
の
学
園
創
立
記
念
日

に
、
東
京
成
徳
大
学
（
1
年
生
）・
東
京

成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校
・
東
京
成
徳
大

学
中
学
校
・
東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校
の

各
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
総
勢
約

60
名
）
が
、
東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校
高

等
部
第
一
体
育
館
に
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
た
交
流
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

全
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
学
校

が
一
堂
に
会

す
る
の
は
初

の
試
み
で
、

先
般
、
関
東

大
学
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦

2
部
に
昇
格

し
た
大
学
生

に
胸
を
借
り

る
形
で
有
意

義
な
一
日
を

過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
東
京
成
徳
大
学 

川
北
準
人

教
授
に
よ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
合
同
練
習
）

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
大
学
生
か
ら
中

学
生
ま
で
が
同
じ
コ
ー
ト
の
中
で
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
各

チ
ー
ム
総
当
た
り
で
ゲ
ー
ム
形
式
の
練

習
を
行
い
、
切
磋
琢
磨
し
ま
し
た
。

　

学
園
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
刺
激
し
あ
え
る
機
会
は
と
て
も
貴
重

で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
関
わ
ら

ず
、
今
後
多
く
の
分
野
で
A
L
L
東
京

成
徳
の
繋
が
り
が
増
え
る
こ
と
を
切
に

願
い
ま
す
。

大
学
入
試
改
革
に
つ
い
て

A
L
L
東
京
成
徳
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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一
貫
部
I
C
T
活
用
推
進
部
長  

和
田 

一
将

Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ 
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
ｕ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｄ 

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
認
定

　

７
⽉
上
旬
に
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉｎｓ

ｔ
ｉ
ｔｕ
ｔｅ 

２
０
１
９ 
Ａｕｓ
ｔｒａ
ｌ
ｉａ
」
を

経
て
、
正
式
に
３
名
の
教
諭
（
福
島
、
廣
重
、

降
矢
）
が
Ａｐ
ｐ
ｌｅ 

Ｄ
ｉｓ
ｔ
ｉｎｇ
ｕ
ｉｓ
ｈｅ

ｄ 

Ｅ
ｄｕｃａ
ｔｏｒ（
以
下「
Ａ
Ｄ
Ｅ
」と
い
う
。）

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
に
は
こ
れ
で
合

計
４
名
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
が
在
籍
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｅ
と
は
、
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
が
ｉ
Ｐａ
ｄ
な
ど

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
教
育
現
場
の

変
革
に
努
め
る
初
等
、
中
等
、
高
等
教
育

分
野
の
素
晴
ら
し
い
先
生
た
ち
を
公
式
に

認
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。
世
界

で
は
約
２
５
０
０
名
、
そ
の
う
ち
ア
ジ
ア
で
は

約
７
０
０
名
の
先
生
方
が
Ａ
Ｄ
Ｅ
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｅ
は
自
分
の
学
校
の
み
な
ら
ず
地
域

や
世
界
の
教
育
界
を
変
革
す
る
た
め
の
方

法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
で
意
欲

的
に
活
躍
し
て
い
る
先
生
方
と
多
く
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅

力
の
ひ
と
つ
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た
Ｉｎｓ
ｔ

ｉ
ｔｕ
ｔｅ
で
も
世
界
中
の
多
く
の
先
生
方
の

教
育
実
践
に
触
れ
、
各
国
の
教
育
事
情
に

つ
い
て
な
ど
深
く
情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｄ
Ｅ
の
主
な
役
割
は
４
つ
で
す
。

1  

信
頼
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

学
習
環
境
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
統
合
を
実

現
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
教
育
界
の

革
新
を
推
進
す
る
た
め
、
Ａｐ
ｐ
ｌｅ
と
密

接
に
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

2  

真
の
執
筆
者

　

授
業
の
実
践
や
ア
イ
デ
ア
、
授
業
の
コ
ー

ス
、
電
子
出
版
な
ど
を
公
開
す
る
こ
と
で
、

ｉ
Ｐａ
ｄ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ど
う
授
業

に
活
か
し
て
い
く
か
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
提

供
し
、
様
々
な
教
育
現
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

3  

グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
使

　

世
界
中
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
と
互
い
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
指
導
と
学
習
を
世
界
規
模
で
向

上
す
る
よ
う
パ
ワ
フ
ル
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

し
、
よ
り
よ
い
教
育
を
生
徒
達
に
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

4  

熱
心
な
提
唱
者

　

生
徒
・
学
生
た
ち
が
新
し
い
方
法
で
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
世
界
中
の
ほ
か
の
先

生
方
と
一
緒
に
ｉ
Ｐａ
ｄ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
活
用
し
て
⽀
援
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

オ
ー
プ
ン
デ
イ
の
実
施

　

11
⽉
22
日
（
金
）
１
時
か
ら
５
時
ま
で

オ
ー
プ
ン
デ
イ
を
実
施
し
、
多
数
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
校
の
目
指
す
、「
生

徒
た
ち
の
自
立
を
促
す
探
究
す
る
学
び
」

「
教
職
員
が
チ
ー
ム
と
し
て
工
夫
を
し
な
が
ら

学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
学
校
生
活
へ
の
自
然
な
浸
透
」
の
実
践

状
況
に
つ
い
て
、
見
学
及
び
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
オ
ー
プ
ン
デ
イ

全
体
の
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
で
５
点
満
点
の

4.7
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
本
校
の
教
育
を
よ
り
良
い
も
の

に
し
て
い
く
の
と
同
時
に
、
日
本
全
体
の
教

育
に
つ
い
て
も
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
使

命
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
発

信
し
て
い
き
な
が
ら
学
園
全
体
が
よ
り
活
気

付
く
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
高
一
貫
部
副
校
長
が
東
京
都
功
労
者
表
彰

　

中
村
雅
一
中
高
一
貫
部
副
校
長
は
、
令
和

元
年
10
⽉
1
日
、
教
育
功
労
に
よ
り
東

京
都
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

広
が
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
学
び

学 

園 

人 

事　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
令
和
元
年
7
月
〜
12
月
）

職員 教員 退
職 職員 教員 採

用

深
谷
高
等
学
校

中
学
・
高
等
学
校

大

学

幼

稚

園

中
学
・
高
等
学
校

短

期

大

学

所
　
属

深
谷
高
等
学
校

中
学
・
高
等
学
校

大
学
・
短
期
大
学

中
学
・
高
等
学
校

短

期

大

学

所
　
属

氏
　
名

氏
　
名

三

井

力

下

村

信

子

堀 

左

馬

之

介

小

畑

弓

子

R
I
C
K
E
T
T
S
 D
E
I
D
R
A
 L
E
A

L
A
N
G
S
T
O
N
 E
L
L
I
O
T

木

下

大

祐

高

橋

功

三

島

順

子

三

島

直

一

手
　  

塚
　  

智

惠

子

青

木

雄

太

M
O
S
L
E
R
 T
A
L
I
E
S
I
N
 T
H
O
M
A
S

S
T
E
E
L
E
 J
U
S
T
I
N
 T
H
O
M
A
S

群

司

敦

事
務
長

寮キ
ャ
リ
ア
支
援
課

教
諭
専
任
講
師

専
任
講
師

幼
児
教
育
科
准
教
授

配
　
属
・
役
　
職

事
務
長

寮寮教
務
課

キ
ャ
リ
ア
支
援
課

専
任
講
師

専
任
講
師

幼
児
教
育
科
准
教
授

配
　
属
・
役
　
職
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ひと

ひ
と
『
活
躍
す
る
卒
業
生
』

人
文
学
部
英
語
・
英
米
文
化
学
科

（
現 
国
際
言
語
文
化
学
科
）（

1
9
9
9
年
3
月
卒
業
）

お
笑
い
コ
ン
ビ 

マ
シ
ン
ガ
ン
ズ　

滝
沢 

秀
一さ
ん

在
学
時
代
の
思
い
出

　

私
は
、
高
校
時
代
か
ら
教
員
志
望
で
、

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
本
学
に
入
り

ま
し
た
。
と
に
か
く
滅
茶
苦
茶
に
勉
強
し
て

3
年
次
終
了
迄
に
卒
業
に
必
要
な
124
単
位

を
取
得
し
て
い
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
損
だ
と
思
い（
笑
い
）、

卒
業
時
に
は
180
単
位
以
上
、
そ
れ
に
他
学

科
で
興
味
の
あ
る
日
本
文
学
の
講
座
な
ど
も

先
生
に
許
可
を
い
た
だ
き
聴
講
し
ま
し
た
。

　

2
年
生
の
時
に
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー

を
英
文
で
読
ん
で
、
こ
れ
は
な
か
な
か
面
白

い
、
自
分
で
も
小
説
が
書
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
遊
び
み
た
い
な
感
じ
で
一
寸
短
編

を
書
い
た
り
し
て
み
ま
し
た
。
エ
ド
ガ
ー
・
ア

ラ
ン
・
ポ
ー
を
卒
業
論
文
に
し
た
の
で
す
が
、

物
事
を
論
理
的
に
考
え
る
と
い
う
論
文
の

書
き
方
を
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

部
活
動
は
軽
音
楽
部
に
入
り
ま
し
た
が
、

部
と
し
て
は
一か
ら
形
を
つ
く
る
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
。
部
長
を
し
た
時
は
部
員
が
少
な

く
、
同
好
会
に
降
格
し
て
は
大
変
と
人
集

め
に
苦
労
し
ま
し
た
。
私
は
ボ
ー
カ
ル
と
ギ

タ
ー
を
担
当
し
、
翠
樟
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
の

演
奏
で
皆
に
喜
ん
で
も
ら
い
、
打
ち
上
げ
花

火
の
綺
麗
さ
は
、
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
最
初
は
東
京
の
自
宅
か
ら
通
学
し
て

い
ま
し
た
が
、
2
年
の
時
か
ら
勝
田
台
に一
人

で
下
宿
を
し
ま
し
た
。
軽
音
の
メ
ン
バ
ー
、

後
輩
や
他
学
科
の
友
人
も
増
え
、
料
理
に

挑
戦
し
た
り
、
様
々
な
こ
と
が
新
鮮
で
楽
し

い
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
こ
の
時
の
友
人

数
人
と
今
で
も
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
で
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
も
ス
ー
パ
ー
な
ど
多
く

の
職
種
を
や
り
ま
し
た
。
世
間
の
こ
と
を
学

ぶ
今
考
え
る
と
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

お
笑
い
コ
ン
ビ 

マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
の
結
成

　

4
年
生
の
時
に
い
よ
い
よ
教
員
に
な
ろ
う

と
思
い
教
育
実
習
も
自
分
の
出
身
高
校
に

お
願
い
し
て
決
め
た
の
で
す
が
、
お
笑
い
芸
人

に
な
ろ
う
と
進
路
を
変
え
た
の
で
学
校
に
は

大
変
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
お
笑
い
を
学
ぶ

た
め
に
お
笑
い
雑
誌
を
調
べ
て
「
受
講
料
が

安
か
っ
た
」と
い
う
理
由
で
都
内
の
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
に
2
ヶ
⽉
通
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ

は
プ
ロ
の
芸
人
を
育
て
る
所
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
と
同
じ
よ
う
に
間
違
っ
て
入
っ

た
の
が
、
今
の
相
棒
の
西
堀
亮
君
で
し
た
。

　

'98
年
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
マ
シ
ン
ガ
ン
ズ
」

を
結
成
し
、「
エ
ン
タ
の
神
様
」「
爆
笑
レッ
ド

カ
ー
ペッ
ト
」
な
ど
の
人
気
番
組
に
も
出
演

し
ま
し
た
。
お
笑
い
の
世
界
は
凄
い
競
争
で

ラ
イ
バ
ル
は
多
く
、
売
れ
な
い
と
一
寸
ず
つ
仕

事
が
な
く
な
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
新
作
も

最
低
⽉
に
1
本
は
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
笑
い
芸
人
と
ゴ
ミ
清
掃
・
作
家
へ

　

'08
年
に
結
婚
。
'12
年
私
が
36
歳
の
時
妻

が
妊
娠
し
て
40
万
円
か
か
る
と
聞
き
、
こ
れ

は
定
収
入
が
必
要
だ
と
思
い
、
職
を
探
し
た

の
で
す
が
、
殆
ど
が
35
歳
ま
で
の
年
齢
制
限

が
あ
り
、
制
限
の
な
い
ご
み
清
掃
の
民
間
会

社
に
就
職
し
ま
し
た
。
朝
は
6
時
30
分
出

社
、
8
時
か
ら
収
集
を
始
め
2
時
か
ら
4

時
に
終
わ
る
の
が
大
半
で
す
が
、
遅
い
時
は

7
時
過
ぎ
と
い
う
時
も
あ
り
ま
し
た
。
明
日

ゴ
ミ
の
仕
事
と
い
う
時
は
前
夜
か
ら
禁
酒
！

お
客
様
と
接
す
る
か
ら
酒
臭
く
て
は
ダ
メ
と

い
う
理
由
で
し
た
。
台
風
の
影
響
で
床
上
浸

水
さ
れ
た
お
宅
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

皆
さ
ん
水
に
濡
れ
た
畳
一
畳
の
重
さ
は
ど
れ

位
か
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
3
年
目
迄

は
め
ち
ゃ
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
ご
み
集

め
を
真
剣
に
や
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
奥
深

い
も
の
で
し
た
。

　

私
は
'06
年
頃
か
ら
小
説
を
書
い
て
文
学

誌
に
投
稿
し
て
い
ま
し
た
が
小
説
家
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
'14
年
の
小
説
「
か
ご
め
か

ご
め
」
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
ご
み
清

掃
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
や
気
付
い
た
こ
と

を
ま
と
め
、「
こ
の
ゴ
ミ
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
」

（
白
夜
書
房
）、「
ゴ
ミ
清
掃
員
の
日
常
」（
講

談
社
）、「
ゴ
ミ
育
」（
太
田
出
版
）
の
3

冊
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務

所
の
先
輩
有
吉
弘
行
さ
ん
が
S
N
S
で
発

信
し
て
く
だ
さ
り
、
伊
集
院
光
さ
ん
が
新
作

の
帯
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
す
。
ま

た
、
家
内
が
伝
言
の
メ
モ
に
可
愛
い
猫
の
イ

ラ
ス
ト
を
書
い
て
く
れ
た
の
を
見
て
、「
書
い

て
み
な
い
か
」「
や
っ
て
み
ま
す
」
と
い
う
こ

と
で
、
家
内
が
1
年
間
勉
強
し
て
48
歳
で
私

の
本
を
漫
画
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

後
輩
へ
の
ひ
と
こ
と

①
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
1
年
間
で
640
万
㌧
を
超
す
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
る
「
食
品
ロ
ス
」
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
世
界
に
は
飢
餓
に
苦
し
む
人

が
い
る
中
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
が
課
題
で
す
。

飽
食
の
時
代
、
見
直
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
東
京
の
ご
み
の
最
終
処
分
場
は
あ
と

50
年
で
満
杯
で
す
。

②
大
学
生
活
を
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
た
だ
、
36
歳
以
上
は
バ
イ
ト
の
口
も
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
35
歳
迄
に
は
方
向
を
決
め

た
方
が
よ
い
で
す
よ
。
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公
認
心
理
師
を
目
指
す
大
学
院
⽣
の
実
習

に
つ
い
て
の
ご
紹
介

心
理
・
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
長  

田
村 

節
子

　

大
学
院
で
は
、「
臨
床
心
理
士
」
養
成

に
加
え
て
、今
年
度
か
ら
「
公
認
心
理
師
」

養
成
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
公
認
心
理

師
と
は
公
認
心
理
師
法
に
基
づ
く
心
理

職
の
国
家
資
格
で
す
。

　

公
認
心
理
師
法
附
則
第
2
条
に
よ
り

公
認
心
理
師
に
な
る
た
め
の
必
要
な
科

目
が
明
確
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
に
「
心
理
実
践
実
習
」
と
い
う
授
業
が

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
450
時
間
以
上
の

実
習
（
う
ち
担
当
ケ
ー
ス
に
関
す
る
実
習

時
間
が
270
時
間
以
上
）
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
授
業
は
知
識
及
び
技
能
の
基

本
的
な
水
準
の
修
得
を
目
的
と
し
て
お

り
、
保
健
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
司
法
・

犯
罪
、
産
業
・
労
働
等
の
分
野
の
施
設
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
心
理
に
関
す
る
⽀
援
を

要
す
る
人
と
の 

（1）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン 

（2）
心
理
検
査 

（3）
心
理
面
接 

（4）
地
域

⽀
援
等
を
学
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
心
理
⽀

援
を
要
す
る
方
々
の
理
解
と
ニ
ー
ズ
の

把
握
及
び
⽀
援
計
画
の
作
成
や
チ
ー
ム

ア
プ
ロ
ー
チ
、
多
職
種
連
携
及
び
地
域
連

携
、
公
認
心
理
師
と
し
て
の
職
業
倫
理
及

び
法
的
義
務
へ
の
理
解
な
ど
を
実
践
的

に
学
び
ま
す
。

　

本
大
学
院
で
は
、
医
療
分
野
で
は
薬
物

依
存
等
の
治
療
で
有
名
な
ア
パ
リ
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
昭
和
大
学
横
浜
北
部
病
院
な

ど
12
施
設
、
教
育
分
野
で
は
北
区
適
応
指

導
教
室
、
東
京
シ
ュ
ー
レ
葛
飾
中
学
校
な

ど
5
施
設
、
福
祉
分
野
で
は
社
会
福
祉
法

人
む
つ
み
会
な
ど
2
施
設
、
司
法
分
野
で

は
埼
玉
保
護
観
察
所
な
ど
の
施
設
が
実

習
先
と
な
り
指
導
資
格
の
あ
る
医
師
や

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
指
導
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
学
院
生
は
本
学
心
理
・
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
て
学
内
実
習
と
し

て
ケ
ー
ス
担
当
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本

大
学
院
で
は
教
授
、
准
教
授
、
助
教
、
特

任
教
授
、
特
任
准
教
授
、
特
任
助
教
等
が

巡
回
指
導
や
学
内
で
の
ス
ー
パ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
を
担
当
し
、
優
秀
な
高
度
職

業
人
を
輩
出
す
べ
く
日
々
努
力
を
し
て

お
り
ま
す
。

留
学
中
の
経
験
と
成
長
に
期
待

学
部
長  

芳
賀 

克
彦

　

国
際
学
科
の
第
1
期
生
で
あ
る
1
年
生

が
、
昨
年
の
8
⽉
下
旬
か
ら
9
⽉
下
旬
に

ア
メ
リ
カ
、
韓
国
の
留
学
先
に
出
発
し
て

以
来
、
早
や
4
カ
⽉
余
り
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
の
最
初
の
1
カ

⽉
目
は
生
活
と
学
習
の
環
境
が
大
き
く
変

わ
っ
た
た
め
、
多
く
の
学
生
が
戸
惑
い
と

不
安
を
感
じ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
後
は

持
ち
前
の
若
さ
と
柔
軟
性
に
よ
り
、
新
た

な
環
境
に
十
分
適
応
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
も
韓
国
で
も
最
低
85

パ
ー
セ
ン
ト
の
授
業
へ
の
出
席
率
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
し
っ
か
り

授
業
に
出
席
し
、
学
業
に
励
ん
で
い
ま

す
。
授
業
で
は
最
初
は
他
の
国
々
の
留
学

生
が
よ
く
質
問
す
る
こ
と
に
圧
倒
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
簡
単
な
こ
と
で
も

よ
く
先
生
に
質
問
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
と
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
先

生
に
質
問
し
、
で
き
る
だ
け
話
す
よ
う
に

心
掛
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
最
高

で
も
15
人
の
小
規
模
の
ク
ラ
ス
に
お
い

て
、
授
業
中
は
先
生
と
の
や
り
取
り
や
学

生
同
士
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
ず
っ
と
学

生
の
参
加
が
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
居
眠
り
す
る
学
生

が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
す
ご

く
新
鮮
な
発
見
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
学
生
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
環
境
で
他

の
留
学
生
と
共
に
約
1
年
間
頑
張
れ
ば
、

自
分
も
き
っ
と
成
長
で
き
る
と
確
信
し

た
よ
う
で
す
。
週
末
は
友
人
た
ち
と
連
れ

立
っ
て
近
隣
の
観
光
地
を
訪
問
し
た
り
、

交
流
行
事
に
参
加
し
た
り
、
外
食
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
留
学
の

学
生
た
ち
の
中
に
は
、
10
⽉
末
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
に
仮
装
を
し
て
参

加
し
た
学
生
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
留
学
の
学
生
た
ち
は
現
地

の
ご
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
頂

き
、
韓
国
留
学
の
学
生
た
ち
は
大
学
付
属

の
学
生
寮
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
生
活
環
境
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と

は
、
日
常
生
活
の
自
己
管
理
と
何
で
も
自

分
で
や
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
は
朝
夕
の
食
事
は
提
供
さ
れ
ま

す
が
、
洗
濯
は
自
分
で
行
い
ま
す
。
各
家

庭
の
決
ま
り
に
従
い
、
掃
除
当
番
や
食
事

の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
韓

国
の
寮
生
活
の
場
合
に
は
自
炊
が
出
来

ま
す
が
、
食
材
の
買
い
物
、
調
理
か
ら
後

片
づ
け
ま
で
す
べ
て
自
分
で
行
い
ま
す
。

二
人
一
部
屋
の
生
活
な
の
で
、
快
適
な
生

活
を
行
う
た
め
に
は
お
互
い
の
協
力
と

寛
容
の
精
神
も
大
切
で
す
。

　

留
学
中
の
様
々
な
経
験
を
通
じ
、
学
生

た
ち
が
大
き
く
成
長
し
て
帰
っ
て
く
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

国
際
学
部

大
学
院

心理・教育相談センターのプレイルーム
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【
⽇
本
伝
統
文
化
学
科
】

学
外
研
修

学
部
長
・
学
科
長  

青
栁 

隆
志

　

日
本
伝
統
文
化
学
科
は
現
在
、
2
年
生

が
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
（
十
条
）
で
、
3
年

生
と
4
年
生
が
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
（
八
千

代
）
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

学
科
で
は
、
11
⽉
9
日
、
2
年
生
の
学

外
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
き
先
は
、

佐
倉
に
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で

す
。
一
般
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
後
、
初
の
見
学
に
な
り
ま
す
。

　

博
物
館
で
新
し
く
な
っ
た
の
は「
先
史
・

古
代
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
リ
ア
で
す
。

　

学
芸
員
実
習
希
望
学
生
が
と
て
も
多

い
学
年
で
す
の
で
、
非
常
に
よ
い
勉
強
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の

学
生
に
と
っ
て
は
、
千
葉
県
内
の
施
設
で

の
見
学
は
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
交
流

の
一
環
で
あ
り
、
な
か
な
か
普
段
交
流
の

機
会
を
持
て
な
い
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
意

識
を
高
め
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
変
な
水
害
を
受
け
た
佐
倉
市
内
で

し
た
が
、
そ
の
復
旧
も
き
ち
ん
と
す
ん
で

い
ま
し
た
。
今
年
は
3
年
生
の
学
外
研
修

（
佐
原
）
が
台
風
で
中
止
に
な
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
佐

倉
市
内
の
散
策
も
大
変
楽
し
く
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
機
会
が
多
く
あ
る
と
よ
い

と
思
い
ま
す
。

　

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
園
祭
「
桐
友

祭
」
に
は
2
年
生
有
志
が
展
示
・
ス
テ
ー

ジ
参
加
し
、
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
翠
樟

祭
」
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
空
白
を
埋

め
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
へ
の
参
加
も
、
学
科
の
存
在
感

を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

【
国
際
言
語
文
化
学
科
】

令
和
元
年
度
後
期
取
り
組
み
の
ご
報
告

学
科
長  

周 

建
中

中
間
発
表
会

　

11
⽉
16
日
（
⼟
）、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

（
十
条
）
6
号
館
大
教
室
に
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
の
昼
食
交
流
会
を
挟

み
、
2
〜
4
年
生
計
94
名
の
在
学
生
、
4

名
の
交
換
留
学
生
と
教
員
10
名
が
参
加

し
、
中
間
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

3
年
生
必
修
の
ゼ
ミ「
言
語
文
化
演
習
」

の
授
業
内
容
を
2
年
生
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
3
年
生
の
ゼ
ミ
論
文
と
4
年
生
の

「
卒
業
研
究
」
の
中
間
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
2
年
生
及
び
留
学
し
た
た
め

来
年
度
履
修
す
る
3
年
生
に
来
年
度
の
ゼ

ミ
の
希
望
調
査
と
、
3
年
生
に
4
年
次
必

修
科
目
で
あ
る
「
卒
業
研
究
」
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
2
〜
4
年

生
の
交
流
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、
千

葉
キ
ャ
ン
パ
ス
の
3
・
4
年
生
は
チ
ャ
ー

タ
ー
バ
ス
で
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
移
動
し

て
参
加
し
、
初
め
て
の
規
模
の
発
表
会
に

な
り
ま
し
た
。
明
る
い
、
広
々
と
し
た
大

教
室
で
3
・
4
年
生
の
幅
広
い
研
究
分
野

の
面
白
い
内
容
の
発
表
が
あ
り
、
各
ゼ
ミ

論
と
卒
研
指
導
担
当
の
先
生
や
、
特
に
2

年
生
か
ら
の
積
極
的
な
質
問
で
発
表
会
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
お
昼
の
間
に
各
学
年
の
学
生
代

表
5
名
と
教
員
5
名
に
よ
る
学
生
の
意
見

を
聴
取
し
て
授
業
改
善
に
繋
げ
る
た
め
の

F
D
が
行
わ
れ
、
学
生
た
ち
の
し
っ
か

り
し
た
観
察
と
考
え
に
感
心
し
ま
し
た
。

各
種
検
定
の
合
格
状
況

　

T
O
P
I
K
（
韓
国
政
府
教
育
省
認
定

実
施
の
韓
国
語
能
力
試
験
、
6
級
が
最
高

級
）
は
、
2
級
5
名
、
1
級
3
名
、
4
級

と
5
級
の
各
1
名
、
ハ
ン
グ
ル
検
定
（
1

級
が
最
高
級
）
は
、
準
2
級
1
名
と
4
級

3
名
で
し
た
。
T
O
E
I
C
は
、
770
点
、

725
点
、
670
点
と
625
点
の
各
1
名
、
英
検
準

2
級
は
、
2
名
の
合
格
で
し
た
。
H
S
K

（
中
国
政
府
教
育
省
認
定
実
施
の
中
国
語

能
力
試
験
、
6
級
が
最
高
級
）
は
、
4
級

と
5
級
各
1
名
の
合
格
で
し
た
。
秘
書
技

能
検
定
は
、
2
級
が
1
名
で
し
た
。

留
学

　

現
在
留
学
中
の
2
年
生
は
、
韓
国
が
、

ガ
チ
ョ
ン
大
学
交
換
留
学
3
名
、
ベ
ク
ソ

ク
大
学
1
名
、
ヨ
ン
セ
大
学
半
期
留
学
3

名
で
す
。
ま
た
、
交
換
留
学
生
と
し
て
韓

国
か
ら
4
名
が
本
学
に
在
学
中
で
す
。
来

年
度
の
留
学
予
定
は
、
韓
国
が
、
半
期
留

学
ヨ
ン
セ
大
学
1
名
、
交
換
留
学
ガ
チ
ョ

ン
大
学
3
名
、
ベ
ク
ソ
ク
大
学
2
名
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
付
留
学
ヨ
ン
セ
大
学

2
名
、
建
国
大
学
2
名
の
他
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
英
語

半
期
留
学
に
2
名
で
す
。
さ
ら
に
、
夏
休

み
中
個
人
的
に
8
名
の
学
生
が
韓
国
へ

の
短
期
語
学
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

人
文
学
部

元気な日本伝統文化学科 2 年生（国立歴史民俗博物館にて）

レトロな復元展示にとけこむ
伝統文化大好き学生
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【
臨
床
心
理
学
科
】

初
の
「
学
外
実
習
」
を
終
え
て

特
任
准
教
授  

香
取 

早
苗

　

今
年
度
か
ら
「
公
認
心
理
師
」
養
成
の

た
め
の
学
外
実
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

実
習
先
は
都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
、

都
立
王
子
特
別
⽀
援
学
校
な
ど
教
育
・
医

療
・
福
祉
分
野
の
7
施
設
で
す
。
学
生
は

各
自
、
H
P
等
で
施
設
概
要
を
調
べ
、
学

び
た
い
こ
と
を
整
理
し
、
実
習
に
臨
み
ま
し

た
。
実
習
当
日
は
、
職
員
の
案
内
の
も
と

施
設
を
見
学
し
、
施
設
利
用
者
の
様
子
を

観
察
し
ま
し
た
。
実
習
後
は
毎
回
、
各
自

で
実
習
報
告
を
ま
と
め
、
小
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後
、
代
表
者
が
発
表
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
び
を
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

10
⽉
の
最
後
の
授
業
で
は
、
実
習
全
体

に
つ
い
て
の
振
り
返
り
報
告
会
を
行
い
、
一
人

ず
つ
感
じ
た
こ
と
学
ん
だ
こ
と
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

　
「
利
用
者
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
施
設
環

境
が
、
ど
の
施
設
に
も
整
備
さ
れ
て
い
た
。」

　
「
心
理
職
は
、
一
人
で
対
応
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
医
師
や
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど

と
連
携
し
、チ
ー
ム
の
潤
滑
油
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」

　
「
当
事
者
を
⽀
え
る
家
族
や
⽀
援
者
⽀

援
の
重
要
性
を
知
り
、
視
野
が
広
が
っ
た
」

等
、
実
習
で
得
た
学
び
は
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何

で
も
調
べ
ら
れ
る
時
代
で
す
が
、
実
際
に
自

分
の
目
で
見
て
確
か
め
る
こ
と
や
、
現
場
の

方
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を

感
じ
取
り
、「
心
理
職
と
し
て
働
く
際
も
正

確
な
情
報
を
得
る
よ
う
に
努
め
、
お
困
り

の
人
に
届
け
た
い
」
と
い
う
感
想
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

私
も
引
率
し
た
教
員
と
し
て
、
実
習
を

重
ね
る
度
に
、
学
生
た
ち
が
視
野
を
広
げ

学
び
を
深
め
、
一
歩
ず
つ
心
理
職
に
近
づ
き

つ
つ
あ
る
の
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、

大
学
院
に
進
学
し
て
公
認
心
理
師
の
道
を

目
指
す
者
、
福
祉
施
設
等
で
⽀
援
者
と
し

て
働
く
者
な
ど
、
学
生
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
で
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
実
習
施
設
の
皆
様
、
そ
し
て
利
用

者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
福
祉
心
理
学
科
】

福
祉
を
学
び
、
働
く
と
い
う
こ
と

学
科
長  

江
間 

由
紀
夫

　

今
年
度
も
福
祉
心
理
学
科
で
は
、
社
会

福
祉
士
を
目
指
す
3
年
生
の
相
談
援
助

実
習
及
び
精
神
保
健
福
祉
士
を
目
指
す

四
年
生
の
精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の

方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

実
習
は
、
毎
年
学
生
た
ち
に
大
学
で
の

講
義
だ
け
で
は
学
び
得
な
い
多
く
の
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
実
習
で
出
会
う

現
場
で
の
経
験
は
、
時
に
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
厳
し
さ

も
含
ん
で
お
り
、
入
学
当
時
の
希
望
や
夢

と
は
違
っ
た
現
実
に
悩
む
学
生
た
ち
も

い
ま
す
。
ま
た
逆
に
実
習
で
福
祉
の
学
び

を
深
め
た
上
で
、
福
祉
と
は
違
っ
た
世
界

で
の
活
躍
を
見
出
し
て
い
く
学
生
も
い

ま
す
。
そ
れ
は
福
祉
か
ら
離
れ
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
、
一
般
企
業
の
文
化
の
中

で
福
祉
を
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い

こ
う
と
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
入
学
時
か
ら
ず
っ
と
福
祉
や
教
育

関
係
を
目
指
し
て
着
実
に
学
び
を
重
ね
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
選
ん
で

い
く
学
生
も
数
多
く
い
ま
す
。

　

大
学
で
の
4
年
間
で
、
学
生
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
将
来
を
考
え
、
様
々
な
現
実
に

突
き
当
た
り
な
が
ら
進
路
を
見
出
し
て

い
く
姿
を
ず
っ
と
見
て
き
ま
し
た
。
競
争

社
会
が
進
む
中
で
、
⽀
援
を
必
要
と
す
る

人
た
ち
に
向
き
合
い
、
そ
の
暮
ら
し
を
⽀

え
る
仕
事
に
つ
い
て
い
る
卒
業
生
た
ち

の
活
躍
を
聞
く
こ
と
は
、
教
員
と
し
て
嬉

し
い
こ
と
だ
と
前
回
の
小
欄
で
も
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

一
方
で
は
、
彼
ら
の
働
き
に
対
し
て
、
現

代
の
社
会
は
十
分
に
応
え
て
い
る
だ
ろ

う
か
と
胸
が
痛
む
思
い
を
抱
え
る
こ
と

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
時
で
あ
っ
て
も
人
が
当

た
り
前
に
生
き
ら
れ
る
こ
と
を
社
会
全

体
で
⽀
え
よ
う
と
す
る
の
が
社
会
福
祉

の
あ
り
方
で
す
。
福
祉
心
理
学
科
の
学
生

た
ち
は
、
た
と
え
知
識
や
経
験
が
未
熟
で

あ
っ
て
も
こ
の
感
覚
を
身
に
つ
け
て
く

れ
て
い
ま
す
。
日
々
学
生
た
ち
と
接
し
て

い
る
と
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
や
態
度
に

そ
う
し
た
変
化
が
見
ら
れ
、
い
つ
の
間
に

こ
ん
な
に
成
長
し
た
の
だ
ろ
う
と
驚
か

さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

景
気
に
左
右
さ
れ
、
行
き
過
ぎ
と
も
感

じ
ら
れ
る
効
率
化
と
、
他
よ
り
も
得
を
す

る
こ
と
に
ば
か
り
に
価
値
が
置
か
れ
る

こ
と
の
多
い
社
会
に
お
い
て
、
彼
ら
の
存

在
が
ど
れ
ほ
ど
貴
重
で
あ
る
か
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
政
治
や
経
済
の
中
心
と

な
っ
た
私
た
ち
大
人
の
世
代
は
彼
ら
が

誇
り
を
も
っ
て
働
け
る
社
会
を
残
し
て

い
く
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

応
用
心
理
学
部

都立北療育医療センターにて
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【
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
】

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

学
科
長  

木
幡 

日
出
男

　

2
0
2
0
年
度
か
ら
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で

学
修
す
る
入
学
生
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

学
科
の
学
び
の
3
本
柱
で
あ
る
「
健
康
心

理
学
」「
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
」「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

心
理
学
」
を
補
完
す
る
形
で
「
ウ
ェル
ネ
ス
」

に
関
す
る
学
び
を
加
え
ま
し
た
。

　
「
ウ
ェル
ネ
ス
」
と
は
、「
身
体
的
、
精
神

的
、
そ
し
て
社
会
的
に
健
康
で
安
心
な
状

態
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
の

「
郊
外
型
」
か
ら
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
都

市
型
」
に
、
そ
し
て
「
人
々
の
健
康
づ
く

り
を
⽀
援
す
る
人
材
育
成
」
か
ら
「
人
や

社
会
の
ウ
ェル
ネ
ス
を
⽀
援
す
る
人
材
育
成
」

へ
と
学
科
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
シ
フ
ト
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
ウ
ェル
ネ
ス
に
関
し
て
学
ぶ

「
ウ
ェル
ネ
ス
論
」
に
は
じ
ま
り
、「
ウ
ェル
ネ
ス・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
ウ
ェル
ネ
ス
産

業
に
お
け
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論
・
方
法
・
手
順
等
を
、

そ
し
て
学
内
、
地
域
社
会
、
企
業
な
ど
を

巻
き
込
ん
だ
受
講
学
生
に
よ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス

イ
ベ
ン
ト
（
例
：
健
康
ま
つ
り
、
少
年
ス
ポ
ー

ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
、
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
体
験
等
）
の
企
画
・
実
施
を

P
B
L（
課
題
解
決
型
学
習
）と
し
て
行
い
、

ウ
ェ
ル
ネ
ス
分
野
で
の
企
画
力
・
実
践
力
を

修
得
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
領
域
の
他
に

健
康
を
含
む
よ
り
広
い
ウ
ェ
ル
ネ
ス
分
野
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

4
年
間
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
の
学

び
を
通
し
て
、
人
々
の
ウ
ェル
ネ
ス
を
⽀
援
で

き
る
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
産
業
分
野
で
活
躍
で
き

る
、
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
施
せ
る
な
ど
各
人
材
の
育
成
を
目
指
し

ま
す
。

成
徳
八
千
代
祭
り

　

11
⽉
30
日
（
⼟
）、
翠
樟
祭
に
代
わ
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
八
千
代
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
委
員

会
及
び
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
共
催
の

成
徳
八
千
代
祭
り
を
開
催
。
人
文
学
部
英

語
・
英
米
文
化
学
科
卒
業
生
の
滝
沢
秀
一
さ

ん
（
本
冊
子
8
頁
ご
参
照
）
に
よ
る
ト
ー
ク

や
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
、
昼
食
懇
親
会
な
ど

を
催
し
ま
し
た
。
本
学
科
か
ら
も
多
く
の
学

生
が
参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
総
合
司
会
や
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
の
企
画
運
営
、
音
楽
ラ
イ
ブ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
焼
き
そ
ば
等
の
屋
台
出
店

な
ど
、
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
卒
業
生
や
そ

の
ご
家
族
も
来
学
し
、
旧
交
を
温
め
る
光

景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
そ
の
も
の
は

小
規
模
な
が
ら
も
、
非
常
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
は
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

子
ど
も
学
と
は
（
リ
レ
ー
掲
載
㉖
）

か
ら
だ
を
動
か
す
遊
び
の
中
で
身
に
つ
く
力

准
教
授  

羽
岡 

佳
子

　

知
識
基
盤
社
会
で
あ
る
今
世
紀
に
お
い

て
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
の
流
れ
は

予
想
以
上
に
速
く
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
も
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
貧
困
が
課
題
と
な
り
、
食
生
活
の
乱

れ
や
生
活
習
慣
病
、
子
ど
も
の
体
力
低
下

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

文
部
科
学
省
が
昭
和
三
十
九
年
か
ら

行
っ
て
い
る
「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
」
に

よ
る
と
、
昭
和
六
十
年
ご
ろ
を
境
に
子
ど

も
の
走
る
力
、
投
げ
る
力
、
握
力
な
ど
は
、

全
年
代
に
お
い
て
長
期
的
に
低
下
の一
途
を

辿
っ
て
い
ま
し
た
。
救
わ
れ
る
べ
き
は
、近
年
、

そ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
下
げ
止
ま
り
を
経
て
向

上
の
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
体
力
低
下
の
背
景
と
し
て
、

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
室
内
で
身
体
を
動
か

さ
な
い
遊
び
や
映
像
視
聴
時
間
の
増
加
、

広
い
遊
び
場
所
や
一
緒
に
遊
ぶ
仲
間
の
減
少

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
概
括
す
る
と
、「
外

で
大
勢
の
友
だ
ち
と
思
い
き
り
楽
し
ん
で
遊

ん
で
い
な
い
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
遊
び
の
中
で
様
々
な
こ
と
を
経

験
し
、
学
び
、
力
を
つ
け
て
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
多
様
な

動
き
を
獲
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々

な
運
動
調
整
能
力
を
身
に
つ
け
、
自
律
神

経
の
働
き
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
能
力
を
高
め
、

情
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、対
人
関
係
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
戸

外
で
の
活
発
な
身
体
活
動
が
脳
や
神
経
の

働
き
を
刺
激
す
る
だ
け
で
な
く
、
感
性
を

育
て
る
こ
と
に
も
資
し
ま
す
。
日
本
の
恵
ま

れ
た
四
季
折
々
の
自
然
の
様
子
や
寒
暖
を

肌
で
感
じ
る
中
で
、
美
し
い
も
の
を
感
じ
、

想
像
力
を
働
か
せ
、
創
造
す
る
力
や
自
分

の
世
界
を
作
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
私
自
身
、
幼
い

こ
ろ
に
学
校
の
休
み
時
間
や
放
課
後
、
友

だ
ち
と
外
で
か
ら
だ
を
動
か
し
て
「
楽
し
い
」

と
思
う
経
験
を
多
く
積
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

成
長
過
程
に
お
い
て
心
身
と
も
に
恩
恵
を

受
け
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
時
代
と

と
も
に
そ
の
遊
び
の
中
身
が
変
化
し
、
楽
し

さ
を
感
じ
る
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
て

も
、
外
で
か
ら
だ
を
動
か
し
て
遊
ぶ
楽
し
さ

は
不
変
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
や

学
生
と
の
遊
び
を
通
し
て
実
感
し
ま
す
。

　

多
様
な
専
門
分
野
か
ら
の
多
角
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
有
す
る
「
子
ど
も
学
」
の
特
性

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
授
業
で
は
子
ど
も
の
身

体
活
動
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
つ
い
て
伝
え
、
実
践
力

を
養
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
学
部
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経
営
学
の
「
理
論
」
と
「
歴
史
」
の
学
び

教
授  

武
井 

孝
介

　

経
営
学
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
直
結

し
た
実
践
的
な
学
問
で
す
。
そ
の
た
め
経

営
学
部
で
開
講
さ
れ
て
い
る
授
業
も
、
社

会
人
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
能
を
習
得

す
る
キ
ャ
リ
ア
関
連
の
科
目
や
、
個
別
企

業
の
最
新
動
向
や
事
業
戦
略
を
取
り
上
げ

る
「
事
例
研
究
」（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）

を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
の
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で

見
ら
れ
る
経
営
現
象
の
「
本
質
」
を
理
解

す
る
に
は
、
実
務
的
・
実
証
的
・
現
代
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。

お
よ
そ
百
年
と
い
わ
れ
る
経
営
学
の
歴
史

の
中
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
学
者
が
様
々

な
経
営
理
論
を
確
立
・
体
系
化
し
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
経
営
学
の
各
分
野
に
お

け
る
基
礎
的
な
「
理
論
」
を
修
得
す
る
と

同
時
に
、
過
去
の
企
業
や
組
織
が
歩
ん
で

き
た
「
歴
史
」
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
現
代
の
企
業
や
組
織
、
産
業
を

正
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

本
学
部
で
は
、経
営
学
の
理
論
と
実
証
、

そ
し
て
歴
史
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
べ
る
よ

う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
基
礎
固
め
が
必
要

な
1
年
次
に
は
「
経
営
組
織
論
」
を
配
当

し
、
社
会
経
済
の
発
展
と
と
も
に
人
々
の

生
活
や
価
値
観
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、

そ
れ
に
伴
っ
て
実
際
の
企
業
の
組
織
構
造

や
管
理
手
法
は
い
か
な
る
進
化
を
遂
げ
て

き
た
か
に
つ
い
て
、
経
営
学
の
基
礎
理
論

と
関
連
づ
け
な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
2
年
次
で
学
ぶ
「
企
業
論
」
で

は
、
日
本
の
代
表
的
な
企
業
形
態
で
あ
る

株
式
会
社
を
中
心
に
、
そ
の
制
度
的
特
徴

や
近
年
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
な
ど
を
取
り
上
げ
て
、「
社
会
の
公
器
」

と
し
て
企
業
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え

る
素
地
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

3
年
次
配
当
の「
経
営
史（
日
本
型
経
営
）」

で
は
、
江
戸
期
の
商
家
以
来
の
歴
史
を
た

ど
り
な
が
ら
、
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
に

代
表
さ
れ
る
「
日
本
型
経
営
」
が
い
つ
ど

の
よ
う
に
成
立
し
、
今
後
ど
う
変
化
し
て

い
く
の
か
を
考
察
し
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
「
理
論
」
や
「
歴
史
」

は
堅
苦
し
く
、
あ
ま
り
面
白
み
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
現
代

の
企
業
経
営
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
客
観

的
・
論
理
的
に
捉
え
る
に
は
、
こ
れ
ら
の

知
識
や
考
え
方
が
必
要
不
可
⽋
と
な
り
ま

す
。
経
営
学
の
理
論
と
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

の
意
味
・
重
要
性
が
学
生
に
理
解
さ
れ
る

よ
う
、
今
後
も
教
育
内
容
の
更
な
る
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
に
お
け
る
「
チ
ー
ム
」
と
「
絆
」

幼
児
教
育
科
主
任  

教
授  

松
本 

純
子

　

9
⽉
か
ら
各
地
で
開
催
さ
れ
た
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
大
変
に
盛
り

上
が
り
、
試
合
の
結
果
だ
け
で
な
く
各
国

チ
ー
ム
の
特
徴
や
魅
力
、
応
援
す
る
多
く

の
観
客
の
様
子
を
伝
え
る
報
道
が
詳
細

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
チ
ー
ム
の
「
ワ

ン
・
チ
ー
ム
」
の
取
り
組
み
や
、「
縁
の

下
で
⽀
え
る
役
割
」「
タ
ッ
ク
ル
さ
れ
な

が
ら
も
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
」「
体
の
小
さ

な
選
手
が
大
き
な
選
手
に
果
敢
に
挑
む
」

等
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
、
素
人
の
に
わ
か

フ
ァ
ン
の
間
で
も
そ
の
姿
勢
や
考
え
方

に
共
感
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ラ
ク
ビ
ー
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
姿

勢
や
考
え
方
は
保
育
に
も
共
通
す
る
も

の
が
あ
り
、
学
生
た
ち
も
、
今
回
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
通
し
て
、
感
動
と
と
も
に

様
々
な
こ
と
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。
授
業

の
中
で
も「
保
育
は
一
人
で
は
で
き
な
い
。

い
ろ
い
ろ
な
考
え
の
先
生
が
い
る
け
れ

ど
も
、
子
ど
も
の
た
め
に
ワ
ン
・
チ
ー
ム

に
な
る
こ
と
が
必
要
」「
子
ど
も
た
ち
に
、

体
が
小
さ
く
て
も
、
力
が
弱
く
て
も
、
諦

め
な
い
で
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
け

ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
！
と
伝
え
た
い
」

な
ど
の
声
が
学
生
た
ち
か
ら
聞
か
れ
ま

す
。

　

特
に
、
実
習
を
重
ね
、
保
育
の
現
場
で

の
経
験
を
積
ん
で
き
た
2
年
生
が
、
ラ
グ

ビ
ー
か
ら
得
た
刺
激
を
自
分
の
将
来
の

仕
事
で
あ
る
保
育
に
反
映
さ
せ
て
こ
う

し
た
発
言
を
し
て
い
ま
す
。
社
会
の
事
象

に
敏
感
に
反
応
し
、
よ
い
と
こ
ろ
を
早
速

に
自
分
の
生
活
に
取
り
込
ん
で
い
こ
う

と
す
る
姿
勢
は
、
保
育
者
と
し
て
望
ま
れ

る
資
質
で
す
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

2
年
生
後
期
に
設
定
さ
れ
て
い
る
『
教

職
実
践
演
習
』
で
も
、
学
生
た
ち
は
、
保

育
者
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
再
認
識

し
、
現
在
の
自
分
の
力
量
に
正
対
し
て
、

弱
点
を
少
し
で
も
補
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
の
常
識
や
マ

ナ
ー
を
学
び
、
先
生
と
呼
ば
れ
て
も
恥
ず

か
し
く
な
い
人
に
な
ろ
う
と
日
頃
の
生

活
を
見
直
す
と
こ
ろ
か
ら
努
力
を
し
て

い
る
学
生
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
ま
だ
20

歳
で
す
の
で
、
社
会
人
と
し
て
は
到
底
通

用
し
な
い
幼
稚
な
対
応
が
散
見
さ
れ
る

こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

　

素
直
で
一
生
懸
命
な
東
京
成
徳
短
大

生
の
よ
さ
を
失
わ
ず
に
、
保
育
者
と
し
て

社
会
か
ら
期
待
さ
れ
る
人
に
近
づ
い
て

い
け
る
よ
う
に
、
我
々
教
員
は
大
人
と
し

て
の
育
ち
を
⽀
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

短
大
は
、
2
年
間
と
い
う
短
い
期
間
に

幼
稚
園
教
諭
免
許
状
と
保
育
士
資
格
を

経
営
学
部

短
期
大
学
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取
得
す
る
た
め
、
毎
日
授
業
が
あ
り
、

諸
々
の
課
題
も
こ
な
し
て
い
く
と
い
う

非
常
に
タ
イ
ト
な
生
活
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
う
し
た
中
で
も
、
実
習
の
枠
を

は
ず
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
で

子
ど
も
と
保
育
者
と
で
創
り
出
し
て
い

る
園
生
活
を
体
験
す
る
園
見
学
や
、
ア
ン

パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ジ
ブ
リ
の

森
・
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
親
子
教
室

等
に
出
か
け
た
り
、
近
隣
の
園
を
訪
問
し

た
り
し
て
、
子
ど
も
と
関
わ
る
機
会
を
で

き
る
限
り
設
け
て
い
く
よ
う
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
触
れ
合
う
と
、
学
生
た
ち

も
、
座
学
で
は
見
ら
れ
な
い
明
る
い
表
情

に
な
り
、
生
き
生
き
と
動
い
て
い
ま
す
。

現
場
で
の
気
付
き
・
発
見
は
、
楽
し
い
だ

け
で
な
く
大
き
な
学
び
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
現
役
の
園
長
先
生
や
教
職
員
か

ら
お
話
し
を
伺
う
と
「
保
育
っ
て
奥
が
深

い
」「
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
や
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
」
と
新
た
な
視
点
で
学
ぶ

喜
び
を
感
じ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

多
く
の
学
生
が
心
配
し
て
い
る
教
職

員
や
保
護
者
と
の
連
携
・
協
力
に
つ
い
て

も
、「
子
ど
も
を
中
心
に
し
て
、
子
ど
も

の
た
め
に
教
職
員
が
協
力
す
る
こ
と
が

大
切
。
自
分
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

他
の
先
生
を
信
頼
し
て
パ
ス
で
き
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
」「
保
護
者
と
の
絆
が
子
ど
も

を
育
て
る
時
に
は
重
要
。
日
頃
か
ら
の
連

絡
・
相
談
を
積
み
重
ね
て
保
護
者
と
も
ワ

ン
・
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
な
い
と
だ
め
」

と
い
う
感
想
や
、「
園
長
先
生
た
ち
の
話

を
聞
い
て
、
園
の
先
生
方
も
私
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
い
つ
も
努
力
を
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
」「
中
高
の
部
活
や
短
大

で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
よ
う
に
、
皆
で
目

標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
の
が
保

育
だ
と
思
っ
た
。
自
分
も
仲
間
に
な
っ
て

頑
張
れ
そ
う
だ
」
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

保
育
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
社
会

状
況
の
な
か
だ
か
ら
こ
そ
、
息
長
く
保
育

に
携
わ
っ
て
い
け
る
保
育
者
を
、
東
京
成

徳
短
大
か
ら
数
多
く
羽
ば
た
か
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
⽀
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⼀
貫
部
に
お
け
る
防
災
教
育

「
防
災
の
日
」
の
策
定

　

防
災
意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
平

成
26
年
度
か
ら
学
期
に
1
度
、
年
に
3
回

「
防
災
の
日
」
を
定
め
、同
日
「
避
難
訓
練
」

を
実
施
し
て
、
講
評
と
併
せ
、
防
災
に
関

す
る
講
話
も
行
っ
て
い
ま
す
。
1
学
期
は

「
避
難
経
路
の
確
認
」。
2
学
期
は
、「
大

雨
に
よ
る
浸
水
を
想
定
し
た
訓
練
」。
3

学
期
は
北
区
が
主
催
す
る
「
北
区
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
（
67
団
体
約
1
万
1
千
人
参

加
）」
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
対
象
「
救
命
講
習
会
」
の
実
施

　

平
成
19
年
に
「
A
E
D
」
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
王
子
消
防
署
の
ご
協

力
を
頂
き
毎
年
12
⽉
に
、
実
施
し
、
3
年

毎
に
更
新
の
た
め
の
再
受
講
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
体
育

科
の
2
名
の
教
員
が
、「
応
急
手
当
普
及

員
」
の
資
格
を
取
得
し
て
、
講
習
会
の
際

に
は
、
消
防
署
の
方
と
一
緒
に
講
師
と
し
て
、

指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

「
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
配
布

　

特
⾊
と
し
て
、
①
表
紙
を
黄
⾊
に
し
て

目
立
た
せ
て
い
る
こ
と
②
内
容
は
同
一で
あ
る

が
、「
家
庭
保
管
用
」
の
A
4
版
と
「
生

徒
用
」
と
し
て
、
通
学
カ
バ
ン
に
常
に
携
帯

で
き
る
よ
う
小
型
の
A
5
版
の
、
防
水
タ

イ
プ
の
用
紙
で
作
成
し
て
い
る
こ
と
、
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
近
年
多
発
し
て
い
る
大
雨
に

よ
る
水
害
等
に
も
対
応
で
き
る
も
の
に
改

定
す
る
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。

そ
の
他

　

本
年
度
は
、
中
高
協
会
の
⽀
部
長
校
と

し
て
9
⽉
に
「
防
災
連
絡
会
議
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
「
荒
川
決
壊
」
を
想
定
し
た
動

画
を
視
聴
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
水
害
対

応
に
関
し
て
王
子
警
察
署
の
方
か
ら
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
起
き
た
台
風
被

害
を
考
え
る
と
実
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
J
R
の
「
計

画
運
休
」
に
よ
る
休
校
や
登
校
時
間
の
判

断
等
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
各
校
の
防
災

対
策
な
ど
、
今
後
に
活
き
る
、
有
意
義
な

会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
想
定
外
の
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

中
、
生
徒
が
安
心
・
安
全
な
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
効

果
の
あ
る
防
災
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
高
⼀
貫
部

教職実践演習での園見学の一コマ
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文
化
祭

　

今
年
度
の
文
化
祭
で
は
、
3
年
生
は
ク

ラ
ス
の
枠
を
超
え
、
コ
ー
ス
ご
と
で
ア
ー

ト
、
イ
ベ
ン
ト
、
グ
ル
メ
の
三
つ
の
部
門

に
分
か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
選
抜
コ
ー
ス
の
ア
ー
ト
部

門
の
責
任
者
を
務
め
た
3
年
G
組
髙
橋

蒼
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
私
は
文
化
祭
の
両
日
と
も
受
験
日
と

重
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
文
化
祭
当
日

で
な
く
て
も
携
わ
る
こ
と
の
出
来
る
、

ア
ー
ト
（
校
内
装
飾
）
部
門
に
参
加
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
9
⽉
初
旬
か
ら
デ

ザ
イ
ン
を
決
め
、
買
い
出
し
に
行
き
、
文

化
祭
2
週
間
前
か
ら
は
放
課
後
も
残
っ

て
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
文
化
祭
当
日
ま

で
の
時
間
も
限
ら
れ
、
校
内
装
飾
の
担
当

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
2
年
生
の
時
に
同

じ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
友
達
に
『
受
験
勉
強
の

息
抜
き
と
し
て
、
作
る
の
に
参
加
し
た
く

な
っ
た
ら
手
伝
っ
て
欲
し
い
。』
と
伝
え

た
と
こ
ろ
、
声
を
か
け
て
い
な
い
人
も
含

め
、
多
く
の
友
達
が
時
間
を
作
っ
て
手
伝

い
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
時
間

が
足
り
ず
、
家
に
持
ち
帰
り
作
業
を
し
た

時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
担
当
で
も
な
い
の

に
毎
日
手
伝
っ
て
く
れ
る
友
達
や
、
状
況

を
理
解
し
て
最
終
下
校
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

作
業
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
が
い
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
⽀

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
日
々
実
感
し
、
最

後
ま
で
や
り
遂
げ
、
絶
対
に
成
功
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
完
成

し
、
友
達
や
先
生
に
褒
め
て
も
ら
え
た

時
、
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
る
み
ん
な
を
見

て
、
こ
の
仲
間
と
一
緒
に
作
り
上
げ
る
事

が
出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
、
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。
正
直
、
初
め
は
高
校
生
最

後
の
文
化
祭
が
受
験
の
た
め
に
参
加
で

き
な
い
こ
と
に
、
と
て
も
落
ち
込
み
ま
し

た
。
で
す
が
、
受
験
が
あ
っ
た
こ
と
で
、

仲
間
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
作
れ
、
達
成

感
や
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
事
が
で

き
た
の
で
、
高
校
生
活
の
特
別
な
思
い
出

に
な
り
ま
し

た
。
文
化
祭

を
通
し
て
改

め
て
、
素
敵

な
仲
間
に
、

素
敵
な
先
生

に
出
会
う
事

が
出
来
た
と

思
え
ま
し

た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。」

手
紙
で
つ
む
ぐ
「
あ
り
が
と
う
」
の
思
い

　

2
0
1
9
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ

と
改
元
が
行
わ
れ
た
年
で
し
た
。
こ
の
大

き
な
変
化
の
あ
っ
た
年
に
、
本
校
所
在
地

で
あ
る
深
谷
市
出
身
の
渋
沢
栄
一
翁
に

関
す
る
話
題
が
立
て
続
け
に
あ
り
ま
し

た
。
一
つ
が
、
4
⽉
に
発
表
さ
れ
た
日
本

銀
行
券
の
改
刷
で
す
。
2
0
2
4
年
度

上
期
か
ら
栄
一
翁
の
肖
像
が
新
一
万
円

札
に
採
用
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う
一

つ
が
9
⽉
に
発
表
さ
れ
た
2
0
2
1
年

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
青
天
を
衝つ

け
」

の
主
人
公
が
渋
沢
栄
一
翁
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
の
渋
沢
栄
一
翁
の
こ
こ
ろ
を
受
け
継

ぐ
教
育
の
一
環
と
し
て
、
深
谷
市
で
は

2
0
1
2
年
度
か
ら「
手
紙
で
つ
む
ぐ『
あ

り
が
と
う
』
の
思
い
」
の
手
紙
の
募
集
を

行
い
、
本
校
生
徒
も
応
募
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
は
高
校
生
・
大
学
の

部
に
お
い
て
、
本
校
生
徒
が
最
優
秀
賞
1

点
、
優
秀
賞
2
点
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
、
1

年
生
大
澤
唯
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　
「
生
き
抜
い
て
く
れ
た
母
親
へ

　

私
の
母
親
は
、
昨
年
、
2
回
目
の
頭
の

病
気
に
か
か
り
ま
し
た
。
病
気
と
闘
い
退

院
を
し
て
元
気
に
す
ご
し
て
い
る
母
に

あ
り
が
と
う
を
言
い
た
い
で
す
。

　

母
の
病
気
は
ひ
ど
く
、
左
半
身
が
動
い

て
い
な
い
状
態
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
危
険

な
状
態
で
覚
悟
も
し
て
い
た
が
、
長
い
手

術
を
乗
り
越
え
辛
い
リ
ハ
ビ
リ
を
必
死

に
が
ん
ば
り
、
い
ま
で
は
時
間
が
か
か
る

事
も
あ
り
ま
す
が
、
お
弁
当
ま
で
作
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
死
を
覚
悟
し
た
状

況
で
必
死
に
生
き
抜
い
て
く
れ
た
母
に
、

な
か
な
か
言
え
な
い
け
れ
ど
あ
り
が
と

う
を
伝
え
た
い
で
す
。」

高
等
部

深
谷
高
等
学
校
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京
都
・
奈
良
修
学
旅
行

　

今
年
度
、
中
学
生
の
修
学
旅
行
の
目
的

地
が
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
変
わ
る
の
に
伴
い
、

今
年
度
の
中
学
校
三
年
生
は
、
二
泊
三
日

で
京
都
・
奈
良
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
三
年
一
組
栗
山
愛
海
さ
ん
の
感
想
を

紹
介
し
ま
す
。

　
「
私
達
、
中
学
三
年
生
は
京
都
・
奈
良

に
二
泊
三
日
で
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
で
は
修
学
旅
行
の
事
前

学
習
を
何
週
間
も
前
か
ら
行
い
、
京
都
・

奈
良
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
雨
の
奈
良
公
園
を
散
策
し
ま

し
た
。
東
大
寺
の
大
仏
や
興
福
寺
を
ガ
イ

ド
さ
ん
の
案
内
の
下
、
見
学
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
は
歴
史
の
授
業
の

よ
う
に
わ
か
り
や
す
く
、
目
と
耳
で
大
仏

や
歴
史
的
建
造
物
を
見
学
で
き
ま
し
た
。

奈
良
公
園
で
は
愛
く
る
し
い
鹿
に
せ
ん

べ
い
を
与
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
と
な

し
そ
う
に
見
え
た
鹿
は
食
欲
旺
盛
で
私

の
セ
ー
タ
ー
を
か
じ
る
横
暴
。
油
断
禁
物

で
す
。

　

夕
刻
、
宿
に
到
着
。
豪
華
な
食
事
を
い

た
だ
き
、
二
日
目
の
、
自
由
研
修
の
ル
ー

ト
確
認
を
し
て
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
雨
の
京
都
を
班
別
自
由
研

修
で
す
。
私
の
班
は
昔
と
今
を
楽
し
む
行

程
で
す
。
午
前
中
は
清
水
寺
・
三
十
三
間

堂
を
見
学
し
、
昼
食
は
趣
の
あ
る
建
物
で

ド
ラ
ゴ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
京
都
駅
周
辺
を
散
策
し
京
都
タ

ワ
ー
で
タ
ピ
オ
カ
を
飲
み
ま
し
た
。
雨
に

降
ら
れ
ま
し
た
が
古
き
良
き
も
の
と
現

代
の
流
行
を
味
わ
え
た
最
高
の
一
日
で

し
た
。

　

最
終
日
は
北
野
天
満
宮
で
祈
祷
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
由
時

間
で
は
お
み
く
じ
や
お
守
り
を
購
入
。
末

永
い
学
業
向
上
を
お
祈
り
し
、
修
学
旅
行

の
全
行
程
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
学
旅
行
は
天
候
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
友
情

や
日
本
の
歴
史
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確

認
で
き
る
最
高
の
修
学
旅
行
で
し
た
。」

秋
を
探
し
に
赤
羽
⾃
然
観
察
公
園
へ

　

11
⽉
5
日
・
12
日
・
19
日
に
分
か
れ
て
、

赤
羽
自
然
観
察
公
園
に
行
き
、
縦
割
園
外

保
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
3
日
間
共
小
春

日
和
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
子
ど
も
達

は
、
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
存
分
に
秋
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
公
園
な
の
か
と
心
を
弾
ま
せ
て
幼

稚
園
の
バ
ス
で
出
発
し
ま
し
た
。
バ
ス
が
到
着

す
る
と
、
み
ん
な
笑
顔
で
穴
の
あ
い
た
葉
っ

ぱ
や
ド
ン
グ
リ
、
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
を
拾
い
な

が
ら
秋
の
自
然
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
ま
し
た
。

　

緑
だ
っ
た
植
木
な
ど
の
葉
の
⾊
が
変
っ
た
様

子
に
、「
葉
の
⾊
が
赤
や
黄
⾊
で
き
れ
い
だ
ね
。」

「
ど
う
し
て
⾊
が
変
わ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。」
な
ど

と
興
味
を
持
ち
な
が
ら
散
歩
し
ま
し
た
。

　

広
場
に
出
る
と
ワ
ア
ー
ッ
と
歓
声
を
上
げ

な
が
ら
、
年
長
、
年
中
、
年
少
の
各
組
が

み
ん
な
で一
緒
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど

を
し
て
楽
し
み
、
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
遊

び
ま
し
た
。

　

沢
山
遊
ん
だ
後
は
、
待
ち
に
待
っ
た
お
昼

ご
飯
で
す
。
こ
の
日
は
、
成
徳
幼
稚
園
特

別
メ
ニュ
ー
の
温
か
い
カ
レ
ー
を
運
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
青
空
の
下
で
食
べ
る
カ
レ
ー
は

格
別
美
味
し
く
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
年
長
さ
ん
は
、
小
さ
い
お
友
達

の
お
世
話
を
し
た
り
、
年
中
・
年
少
さ
ん
は
、

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
と
手
を
つ
な
い
で
歩

い
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

秋
も
深
ま
り
日
が
短
く
な
る
と
、
木
の
葉

な
ど
の
⾊
の
変
わ
る
様
子
を
見
て
、
自
然
の

変
化
を
知
る
、貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

深
谷
中
学
高
校
⼀
貫
コ
ー
ス

幼
稚
園
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秋を彩る各校のイベント

成徳八千代祭りで卒業生マシンガンンズ滝沢秀一さん（本冊
子 8 頁ご参照）がトーク

学園祭で経営学部ファッションコースによるファッション
ショー「fashion show’19」のフィナーレ

文化祭で吹奏楽部がオープニングコンサート

文化祭で合唱部が明るく元気にディズニーソングを歌唱

卒業生や地域の保育者など多くの保育者などが熱心に研修

楷の木ホールのエントランスに制作された
特大の学園祭ポスター

学園祭でダンスサークル fascino が躍動感あふれたさまざま
なダンスを披露

文化祭で中学校英語スピーチコンテストの決勝が行われ、3 年
の部に 2 名が優勝

東京キャンパスで開催された短期大学
主催の保育研修会のパンフレット

東京キャンパスの学園祭パンフレット
今年のテーマは「想像力から創造力へ」

中高一貫部（東京）の文化祭パンフレット
今年のテーマは「令和、スターティン！！」

来場者を歓迎する入口ホールの制作物

千葉キャンパス

東京キャンパス

中高一貫部（東京）

中高一貫部（東京）

東京キャンパス

東京キャンパス

東京キャンパス

中高一貫部（東京）
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秋を彩る各校のイベント

文化祭で奨励賞を受賞した文芸部の研究展示

文化祭で水泳部がアーティスティックスイミングを披露

文化祭のフィナーレを飾るジェット風船飛ばし

幼稚園の作品展で、年少組は動物園ををつくり、園児全員が
作品を発表

文化祭で優秀賞を受賞した漫画イラスト研究部の作品

文化祭で奨励賞を受賞した演劇部の朗読劇

文化祭の来校者受付のようす。今年度は 2,786 人が来校

メインは学習発表会。今年は全員がパワーポイントを使用し
て発表

高等部（東京）の文化祭パンフレット
今年のテーマは「令からはじまる和たしたちの成徳元年」

高等部文化祭で正門に制作された大看板

深谷校の文化祭パンフレット
今年のテーマは「1028人が創る新時代」

深谷校の文化祭ポスタ－

高等部（東京）

高等部（東京）

深谷高校

幼稚園

高等部（東京）

高等部（東京）

深谷高校

深谷中学
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絵本コンクール / クラブ活動

第
10
回
手
作
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
成
徳
大
学
子
ど
も
学
部

（
切
り
絵
こ
ま
や
か
賞
）	

羽
田
野	

未
来

（
仕
掛
け
が
楽
し
い
で
賞
）	

荒
木	

美
早

（
オ
ノ
マ
ト
ペ
賞
）	

外
間	

実
夢

（
色
彩
賞
）	

小
林	

レ
ナ

（
あ
た
た
か
い
賞
）	

小
宅	

亜
弓

（
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
賞
）	
谷
口	

鈴
奈

（
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
）	

三
藤	

愛
未

「
ぽ
ち
ゃ
お
く
ん
の
た
び
」

「
に
こ
ち
ゃ
ん
の
い
ち
に
ち
」

「
あ
め
の
お
さ
ん
ぽ
」

学
長
賞	

寺
山	

葵

優
秀
賞

子
ど
も
学
部
長
賞	

湯
沢	

千
笑

子
ど
も
学
部
賞	

伊
東	

結

東京成徳大学

男子バスケットボール部
　関東大学バスケットボールリーグ戦　3部…………………………………………第 2位（2部昇格）
女子バスケットボール部
　千葉県女子学生バスケットボール大会春季リーグ戦………………………………準優勝
　千葉県女子学生バスケットボール大会秋季トーナメント戦………………………準優勝

東京成徳大学高等学校

女子バスケットボール部
　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）… ……………………………………ベスト 16
　全国高等学校バスケットボール選手権大会（ウィンターカップ）… ……………ベスト 16
バトントワリング部
　バトントワーリング関東大会U− 18の部　バトン編成…………………………銀賞
　バトントワーリング全国大会高等学校の部　バトン編成…………………………金賞
ラクロス部
　中高女子ラクロス秋季関東大会………………………………………………………準優勝

東京成徳大学深谷高等学校

弓道部
　全国高等学校総合体育大会（インターハイ）弓道競技大会… ……………………女子団体決勝トーナメント進出
サッカー部
　高円宮杯…JFA…U−18…サッカーリーグ2019………………………………………埼玉県S1リーグ第 5位
写真部
　第38回埼玉県高等学校写真連盟写真展… …………………………………………優良（関東地区高等学校写真展に出展）

東京成徳大学中学校

女子バスケットボール部
　東京都中学校総合体育大会バスケットボール大会…………………………………第 3位
　東京都中学校バスケットボール新人大会……………………………………………ベスト 8
バトントワリング部
　バトントワーリング全国大会中学校の部　バトン編成……………………………銀賞

ク
ラ
ブ
活
動
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学校法人 東京成徳学園　　　　　　　　https://www.tokyoseitoku.ac.jp/

東京成徳大学大学院 https://www.tsu.ac.jp/gra 電話 03—5948—5161
心理・教育相談センター https://www.tsu.ac.jp/center/tabid/210/Default.aspx 電話 03—5948—5162

東京成徳大学 https://www.tsu.ac.jp

東京キャンパス（十条） 電話 03—3908—4530
千葉キャンパス（八千代） 電話 047—488—7111

東京成徳短期大学 https://www.tsu.ac.jp 電話 03—3908—4530

東京成徳大学中学校・高等学校

中高一貫部 https://www.tokyoseitoku.jp/js 電話 03—3911—2786
高等部 https://www.tokyoseitoku.jp/hs 電話 03—3911—5196

東京成徳大学深谷中学・高等学校

中学校 https://www.tsfj.jp 電話 048—573—1784
高等学校 http://www.tsfh.jp 電話 048—571—1303

東京成徳短期大学附属幼稚園 https://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind/ 電話 03—3911—6337

東京成徳スイミングスクール 電話 03—3914—2383

学校法人　東京成徳学園　　  〒 114−8526　東京都北区豊島 8−26−9　   TEL 03−3911−2411　  FAX 03−3911−6500
法人本部企画調査室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京成徳広報　第 47 号　2020 年 1 月発行

2020年度入試予定・お問い合わせ先

今後の入試日程

東京成徳大学 / 東京成徳短期大学	 ※出願最終日は消印有効

入　試 出願最終日 選 考 日 入　試 出願最終日
一般入試		A 日程 1月20日（月） 1月30日（木） 大学入試センター試験利用入試
一般入試		B 日程 1月31日（金） 2月12日（水） 　1期 1月28日（火）
一般入試		C 日程 2月19日（水） 2月27日（木） 　2期（短大を除く） 2月19日（水）
一般入試		D 日程（短大を除く） 3月11日（水） 3月17日（火） 　3期（子ども学部・短大を除く） 2月28日（金）

東京成徳大学高等学校	 ※出願最終日は消印有効

入　試 出願最終日 選 考 日
一般入試		第 1回 1月27日（月）

※	WEBでの出願情報登録
は1月24日（金）まで

2月10日（月）
一般入試		第 2回 2月14日（金）

東京成徳大学深谷高等学校	 ※出願最終日は必着

入　試 出願最終日 選 考 日
一般入試	2 月一般・2月単願 2月	4	日（火） 2月	8	日（土）
一般入試	3 月単願 3月10日（火） 3月10日（火）
※各入試の出願書類郵送前に、WEBでの出願登録が必要です。
　WEBでの出願登録は、各入試の出願最終日3日前までです。

東京成徳大学中学校	 ※WEBのみで出願手続は完了。郵送は不要

入　試 出願最終日 選 考 日
一般入試	第 1回	午前 /午後 1月30日（木） 2月	1	日（土）
一般入試	第 2回	午前 /午後 2月	1	日（土） 2月	2	日（日）
一般入試	第 3回	午前 2月	2	日（日） 2月	3	日（月）
一般入試	第 4回	午前 2月	3	日（月） 2月	4	日（火）

東京成徳大学深谷中学校	 ※WEBのみで出願手続は完了。郵送は不要

入　試 出願最終日 選 考 日
一般入試		第 4回 1月23日（木） 1月25日（土）
※一般入試	第1回〜第3回の出願、試験は終了しました。

■ JR武蔵野線

■ JR宇都宮線■ JR高崎線

■ JR埼京線

■ JR常磐線

■ JR総武線

■ JR京浜東北線

■ JR上野東京ライン
（宇都宮線 /高崎線 /常磐線）

■ JR湘南新宿ライン
（宇都宮線 /高崎線）

 地下鉄東西線
（東葉高速鉄道）

 地下鉄南北線
（埼玉高速鉄道）

 京成本線

■ JR山手線

中野 新宿

渋谷

恵比寿
目黒

川崎

横浜

大崎

品川

東京

大手町

秋葉原

西船橋 船橋 千葉

我孫子

新松戸

南越谷

北千住

東川口

南浦和北朝霞

高崎

熊谷 小山

宇都宮

大宮
川越

日暮里

田端

王子

駒込

赤羽

池袋

高田馬場

武蔵浦和

浦和美園

京成高砂

京成船橋

上野

飯田橋

四ッ谷

深谷

十条

王子神谷

勝田台

東京成徳大学深谷中学・高等学校

＜東京キャンパス（十条）＞
東京成徳大学
東京成徳短期大学
東京成徳大学大学院

東京成徳学園本部
東京成徳大学中学・高等学校
東京成徳短期大学附属幼稚園

＜千葉キャンパス（八千代）＞
東京成徳大学

※詳細は各校ホームページでご確認ください


